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NFR	

１．NFRはドーピング検査に関するNF側の	
  
　　競技会統括者である。	
  

２．競技会ごとにNFがNFRを任命する。	
  

３．競技役員である。	
  

４．JADAに任命権はない。	
  

５．NFRの経費については、スポーツ振興くじ	
  

　　助成の対象となる。	




ドーピング検査におけるNFRの役割	


１．大会主催者とリードDCO間の調整を行い、競技会　　
ドーピング検査が円滑に行われるよう、事前確認を行
い、当日には現地で協力する。	

２．検査時にNF側および選手側の役員として立ち会う。	

３．未成年競技者の検査では、競技者の付添としてドー
ピング検査に立ち会うことができる。	

４．対象者のセレクションに加わることが可能。	

５．DCOに対する指揮命令権はないが、リードDCOに対し
て意見を述べることは可能。	

６．将来的には、NFと直接の関与がないリードDCOが派
遣されることが想定され、そのような場合、競技規則に
精通していないリードＤＣＯを支援する。	




スポーツ振興くじ助成	


・スポーツ大会等の運営支援を行う「助手」と	
  

　して、申請対象となる。	
  

・諸謝金、旅費（交通費・宿泊費及び雑費）が	
  

　対象。	
  

・スポーツ振興くじ助成金の手引きに基づき、	
  

　対象となる経費の90％が助成される。	




NFRの一例	


第93回日本陸上競技
選手権大会 
2009.6.25～6.28 
広島ビッグアーチ	






NFRとして 
All area　のADを取得 





競技会検査の視察	




競技会検査の視察について	


1. 目的：ドーピング検査について、検査の運営や
手続き、手順などを確認、国内での検査手続き
の調和・一致を図る。	

2. 方法：競技団体連絡会議運営委員もしくは
JADA事務局職員による、実施状況の確認、
リードDCOやNFRに対するフィードバック。	

3. 対象競技会：JADAにより選考、主催競技団体
及びリードDCOへ事前に通知を行う。	


詳細について確定次第、各団体へご連絡いたし
ます。 


